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国
基
準
の
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
で
も

潜
在
的
待
機
児
は
増
加
の
傾
向

　
今
年
の
保
育
所
申
込
者

数
は
６
，
７
７
４
人
、
昨

年
に
比
べ
て
２
４
０
人
増

え
、
そ
の
内
、
入
所
で
き

た
人
数
は
６
，
１
４
３
人

で
す
。
申
込
者
数
か
ら
を

入
所
人
数
を
引
い
た
「
潜

在
的
待
機
児
」
は
６
３
１

人
で
、
昨
年
度
に
比
べ

１
１
４
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
潜
在
待
機
児
数
か
ら

表
（
Ｄ
）
を
の
ぞ
い
た
、

国
基
準
で
の
待
機
児
童
は

ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
特
定
保
育
所
の
み
希

望
」
の
主
な
理
由
は
、
上

の
子
ど
も
と
同
じ
保
育
所
、

通
勤
の
都
合
や
自
宅
近
く

の
保
育
所
、
特
徴
的
な
保

育
を
し
て
い
る
所
へ
入
所

さ
せ
た
い
等
が
多
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
保
育
所
に
入
れ
ず
に
や

む
を
得
ず
育
児
休
業
を
延

長
を
し
た
場
合
は
、
今
年

度
か
ら
待
機
児
童
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
を
保
育
所
に
預
け
た
い

人
が
多
く
な
り
、
申
込
者

数
が
増
え
て
い
ま
す
。
待

機
児
解
消
へ
引
き
続
き
努

力
が
必
要
で
す
。

※企業主導型は保育認定をした人のみカウント。

保育所入所・待機児童の状況

申込者数（A）

入所者数（Ｂ）

「潜在的待機児」（Ｃ）=（A）-（Ｂ）

認定保育所（市独自）

就労支援預かり保育

臨時保育室

育児休業取得

求職活動停止

特定保育所のみ希望

企業主導型保育施設

待機児童数（Ｅ）=（Ｃ）-（D）
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柱
本
地
区
の
堤
防
強
化
が
実
現

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
川
側
斜
面
の
断
面

を
盛
土
す
る
こ
と
で

斜
面
の
傾
き
を
緩
や

か
に
し
、
堤
防
を
強

化
を
し
ま
す
。
４
月

17
日
～
２
０
２
０
年

度
末
ま
で
の
予
定
。

工
事
の
全
体
延
長
は

１・
６
キ
ロ
。
今
年

度
は
５
０
０
ｍ
の
区
間
を

４
月
か
ら
２
０
１
８
年
１

月
30
日
ま
で
の
間
で
（
雨

期
に
入
る
６
月
～
10
月
は

工
事
を
一
時
中
止
）
工
事

す
る
予
定
で
す
。

　
柱
本
の
淀
川
堤
防
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
大
き
な
亀

裂
が
入
り
、
豪
雨
時
、
水

の
勢
い
で
堤
防
が
浸
食
さ

れ
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
、
と
地
元
自
治
会
か
ら

堤
防
強
化
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
要
望

を
受
け
、
昨
年
１
月
に
た

つ
み
参
院
議
員
秘
書
、
宮

原
た
け
し
府
議
、
私
の
３

人
で
地
元
の
皆
さ
ん
と
現

地
視
察
を
お
こ
な
い
、
同

年
４
月
、
国
会
議
員
団
と

宮
原
府
議
、
日
本
共
産
党

高
槻
市
会
議
員
団
で
国
土

交
通
省
に
堤
防
強
化
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
地
元
自
治
会
は
各
政
党

に
要
請
を
さ
れ
て

お
り
、
堤
防
強
化

の
対
策
が
実
現
し

ま
し
た
。
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。

↑
亀
裂
が
あ
っ
た
堤
防
（
土
の
う
で

対
応
）

↑4月からはじまった建設工事の様子

↑亀裂部分をコンクリートで応急処置を
した堤防
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場所：川添 2 − 3 − 12
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定例・市政相談会 きよた純子
第３㈭午後２時～４時 第１㈰午前 10 時～ 12 時

６７６－５０６８
事前に電話で
ご連絡ください

６月議会日程

ぜひ傍聴をお願いします
※いずれも午前10時開会です。

６月８日（木）

12日（月）

14日（水）

15日（木）

22日（木）

23日（金）

本会議／提案理由説明

本会議／質疑

文教市民委員会

福祉企業委員会

都市環境委員会

総務消防委員会

本会議／採決、一般質問

本会議／一般質問

水
害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
「
水
害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
改
定
さ
れ
、
各
家
庭
に
６
月
下
旬
か

ら
７
月
に
か
け
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

ど
う
避
難
す
る
か

　
　
　
　
身
近
な
人
と
確
認
を

認知症初期集中支援チームを設置
早期発見・早期対応などの認知症支援を強化

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
河

川
が
は
ん
濫
し
た
場
合
の

浸
水
範
囲
や
土
砂
災
害
の

　
自
宅
周
辺
や
普
段
よ
く

出
か
け
る
場
所
な
ど
で
、

災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
被

害
状
況
や
危
険
性
を
確
認

　

高
槻
市
は
今
年
度
か

ら
認
知
症
の
知
識
を
持
つ

看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉

士
等
で
構
成
さ
れ
る
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
設
置
。
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
人
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、

認
知
症
の
専
門
医
に
よ
る

診
断
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

認
知
症
に
対
す
る
適
切
な

支
援
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、

自
立
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
７

月
３
日
か
ら
稼
働
す
る
予

定
で
す
。

　
支
援
チ
ー
ム
の
委
託
先

は
、
新
阿
武
山
病
院
（
大

阪
府
指
定
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
）。
本
人
・
家

族
の
認
知
症
に
関
す
る
相

談
窓
口
は
、
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
の
長

寿
介
護
課
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
認
知
症
の
早

期
診
断
、
早
期
対
応
に
向

け
た
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
認
知
症
で
相
談
に
来
ら

れ
た
方
は
、
重
度
に
な
っ

て
か
ら
が
多
く
、
取
り
組

み
次
第
で
か
な
り
予
防
も

で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
強
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

危
険
箇
所
、
避
難
場
所
な

ど
の
情
報
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
状
況
を
把

握
で
き
、
災
害
時
に
避
難

場
所
へ
移
動
で
き
る
よ
う

に
配
布
す
る
も
の
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公

表
に
あ
わ
せ
て
、
市
は
内

容
や
避
難
の
方
法
な
ど
を

積
極
的
に
知
ら
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
場
所
、
避
難
経

路
な
ど
マ
イ
マ
ッ
プ
シ
ー

ル
を
使
っ
て
家
族
と
話
し

合
い
な
が
ら
マ
イ
マ
ッ
プ

を
作
成
で
き
ま
す
。


